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あらまし： 昨今の新型コロナウイルス感染症の拡大により,多くの人が密集する場所を回避することが求

められるなど,新しい生活様式へと変化している.本稿では,新しい生活様式に対応するサービスである,「混

雑状況表示システム」活用の事例を述べるとともに,利点や欠点等の課題についてまとめ,今後の発展につ

いて論じていく. 

キーワード：新型コロナウイルス,混雑状況表示システム,密集,混雑回避  

 

 

1. はじめに 

2020年 2月頃から世界規模で急速に感染拡大をし

ている新型コロナウイルス感染症 (COVID-19)は ,

人々の生活様式を大きく変え,新しい生活様式やマ

ナー,エチケットが生み出された.そして,日本におい

ても新型コロナウイルス感染症の拡大は顕著であり,

感染拡大を抑えるため,政府から様々な対策が推奨

されている.その中においても,特に「三密(密集・密

接・密室)」を回避することが肝心であり,このことを

努めるよう提唱された.これに伴って,各個人や各企

業などにおいても細心の注意を払って対策を講じて

いる.しかし,まだまだ三密の回避が完全な状態であ

るとは言い難く,数多くの人々が対策に悩み,日々工

夫を凝らしている状態である.そのような中で,最近

では,小売店や公共交通機関などにおいて,オンライ

ン上でその混雑状況を示すサービスが登場しており,

これを利用することによって利用者が三密の内,密

集を事前に回避することができるようになっている. 

本稿では,オンライン上での混雑状況表示システ

ムの活用の事例を述べるとともに,課題と発展につ

いて述べていく. 

 

2. 三密における「密集」 

コロナ禍における新たな生活様式の１つである,

三密の回避はどのようなものであり ,生活を送る

人々はどのような意識を持っているかの調査結果に

ついて述べる. 

2.1 三密の意識に関するアンケート調査 

人々がどのようなサービスを求めているのかとい

う疑問を基に,三密回避の内,どの密を最も懸念して

いるかという意識調査を実施した.本調査の被験者

は,10 代から 20 代の男女 62 名である.アンケート実

施期間は 2021 年 5 月の下旬から 6 月の初旬まで実

施した. 

三密の内,最も懸念するものを「密集」と回答した

人は約 65.1％に当たる 41名であった.また,「密閉」

と回答した人が約 20.6％に当たる 13 名であり,「密

接」と回答した人は約 14.3%に当たる 9名であった. 

以上のことから,密集を気にする人が大きな割合

を占め,混雑する場所を控えたいと考える人が多く,

混雑回避に関する情報の需要が多いということが考

察できる. 

2.2 密集とは 

政府が発表している,「密集」については,どれほど

の人数が集まることによるものであるかの明確な基

準はないが,「他の人とは互いに手を伸ばして届かな

い十分な距離（2メートル以上）を取る」べきである
(1)という推奨がなされている.そのことから,密集す

るものとして考えられる,公共交通機関など通勤や

通学の時間帯に混雑するものや,レジで混雑するよ

うなスーパーマーケット等においては,可能ならば

オフピークに利用することで,密集を回避すること

ができる. 

 

3. 混雑状況表示システムについて 

前述のアンケート調査より,密集を避けることに

大きな需要があるということが発覚したので,本項

では,新型コロナウイルス感染症の拡大後に,主に密

集を避ける目的で様々な場所や施設において本格的

に採用されるようになり始めた,混雑状況表示シス

テムについて述べていく. 

3.1 混雑状況表示システムとは 

混雑状況表示システムとは,小売店や公共交通機

関など人が多く集まり,混雑が頻繁に発生している

場所や空間において活用されているものであり,カ

メラやセンサー等を用いて人の混雑度を測定し,利

用者にその混雑度の情報をオンライン上等に提供す
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るシステムである(2)(3)(4).実際にこのシステムが提供

されている所として,スーパーマーケットやフィッ

トネスジム,電車などが挙げられる.このシステムを

活用することによって,利用者は事前に混雑状況を

確認し,ピークタイムの時差利用や利用日変更など

混雑回避をすることができ,密集になることを避け

ることができるという利点がある.また,情報提供者

側としても,混雑の事前回避を講じることにつなが

るので,人の流れをコントロールでき,利用者や従業

員の感染症に対する安全確保が実現できる. 

さらに,このシステムは感染症収束後にも活用す

ることができ,その活用方法として,小売店等でのレ

ジ混雑等回避による利用者のストレス軽減や,公共

交通機関においてオフピークを案内することで車い

すやベビーカー利用者の安心・快適な利用,小売店等

での効率的な人員配置による経費の削減などが挙げ

られる. 

混雑状況表示システムにはこのような利点がある

ことから,積極的に導入することが望まれる. 

3.2 混雑状況表示システムの活用事例 

混雑状況表示システムは,様々な施設において採

用されており,そのサービス内容は採用されている

施設によって異なる.その具体的な活用・利用事例と

して,公共交通機関の１つである,東日本旅客鉄道株

式会社のモデルについて述べる(5). 

2020 年 7 月より,列車内の混雑状況を表示するサ

ービスを提供している.時刻表や運行状況を閲覧で

きる専用のアプリでほぼリアルタイムの混雑状況を

確認することができる.混雑は５段階表示で,「肩が触

れ合う程度です」など,利用者が実感しやすい表示と

なっている.混雑の計測方法は,車両の台車にある空

気バネにかかる圧力を使用して乗車率を算出してい

る. 

3.3 混雑状況表示システムについてのアンケート調

査 

前述のような活用事例を踏まえ,様々な場所や施

設において混雑状況表示システムが活用されている

という現状を基に,この混雑状況表示システムの認

知度,使用した経験の可否について意識調査を実施

した.本調査の被験者は,10 代から 20 代の男女 62 名

である.アンケート実施期間は 2021 年 5 月の下旬か

ら 6月の初旬まで実施した. 

まず認知度について,混雑状況表示システムを「知

っている」と回答した人は約 25%に当たる 16 名で

あり,「知らない」と回答した人は約 75％に当たる 47

名であった.回答者の 4分の３が知らないという結果

であった. 

また,前述の質問で「知っている」と回答した人の

内,実際に「使用したことがある」と回答した人は約

37.5%に当たる 6 名で,「使用したことがない」と回

答した人は約 62.5%に当たる 10名であった. 

これらの結果から,現状の認知度の低さと活用率の

低さが問題点として考えられる. 

 

4. 混雑状況表示システムの問題点 

前述のように,混雑状況システムが設置されてい

る施設においては,混雑の状況を事前に確認するこ

とができるという利点がある.しかし,このサービス

は一般的に混雑の状況を示すだけにとどまるという

ものがほとんどであり,利用者に対し,具体的な誘導

をすることができていないというのが現状である.

そのため,利用者達は施設を訪れるタイミングが分

からないという現象が利用者相互で起こり,結果と

して本来の混雑の回避先で,混雑を起こしてしまう

というケースも予測される. 

また,混雑状況表示システムはサービスを提供し

ている施設によっては,その混雑の表示内容があま

りにも抽象的なもので,利用者が理解し難いという

ことが発生してしまうことや,施設によって情報を

得る場所が異なる状態のため,利用者が情報にアク

セスするまでの負担が懸念される.これらのことか

ら,混雑状況表示システムのサービスの画一化が課

題となっている. 

  

5. おわりに 

本調査の結果から,コロナ禍で密集を避けたいと

いう人の割合は多いが,実際に密集を回避する１つ

の手段である混雑状況表示システムの使用率はとて

も低いということが発覚した.この原因としては,認

知度の低さが主な問題点として考えられ,認知度の

向上を図ることで,利用者数の上昇や,より多くの場

所や施設においてのサービス普及が高まることが考

えられる.また,現状のサービスにおける問題点も数

多く存在しており,改善の余地が十分にあることも

推察する. 

これらを踏まえ,混雑状況表示システムの発展の

可能性は高く,これを活用することによって,密集が

原因となって発症する新型コロナウイルス感染症患

者数の減少につながると考えられる. 

混雑状況表示システムが普及し,新しい生活様式

の質が向上することを切に願う. 
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